
　当資料は、次ページ以降「子ども・子育て支援事業計画（教育・保育事業）の実施状況」のうち、全市域を抜き出し、利用者
区分ごとに計画値及び実績値を整理したもの。
・（B） ⇒　「①」表、B確保の内容（計画値）：保育の定員の確保に関する計画値
・（B'）⇒　「②」表、B'確保の内容（実績値）：保育の定員の確保に関する実績値
・（Ⅰｂ） ⇒　「検証Ⅰ」表、ｂ確保の内容（実績値-計画値）：定員の確保に関する計画値と実績値の差
・（A'）⇒　「②」「③」表、A'申込児童数：申込児童数の実績値
・（Ⅱｂ’）⇒　「検証Ⅱ」表、b'確保の内容（実績値）-申込児童数（実績値）：定員の実績値と申込児童数の実績値の差
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申込児童数に対する定員の過不足）

※施設類型について

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

地方単独保育施策

認定こども園、認可保育所

小規模保育事業、家庭的保育事業、事業所内保育事業

認定保育室、院内保育

計画値に達していないが、申込児童数よりも多い。

計画値に達していないが、申込児童数よりも多い。

計画値に達していないが、申込児童数よりも多い。

-76 516 30

特定教育・保育施設 4,371 4,261 -110 4,479 -218 計画値に達しておらず、申込児童数が上回っている。

合計 5,446

子ども・子育て支援事業計画（教育・保育事業）の実施状況

計画値を上回っており、申込児童数よりも多い。

幼稚園預かり保育 0 0 0 0 0

企業主導型保育 39 56 17 35 21

地方単独保育施策 414 353 -61 242 111

特定地域型保育事業 622 546

※相模原市全域

-230 5,272 -56

169 -21 99 70

３号認定（1・2歳）
①利用定員計画値

（B）
②Ｒ3.4.1利用定員数

（B'）
計画との乖離（②－①）

（Ⅰｂ）
③申込児童数

（A'）

企業主導型保育 15 20 5 6 14

5,216

計画値を上回っており、申込児童数よりも多い。

申込児童数との差（②－③）
（Ⅱｂ’）

Ｒ3.4.1利用定員数の分析

計画値を上回っており、申込児童数よりも多い。

地方単独保育施策 168 147 -21 17 130

特定地域型保育事業 190

特定教育・保育施設 1,143 1,183 40 907 276

Ｒ3.4.1利用定員数の分析

合計 1,516 1,519 3 1,029 490

813

120

0

26

３号認定（0歳）
①利用定員計画値

（B）
②Ｒ3.4.1利用定員数

（B'）
計画との乖離（②－①）

（Ⅰｂ）
③申込児童数

（A'）
申込児童数との差（②－③）

（Ⅱｂ’）

計画値を上回っており、申込児童数よりも多い。

計画値を上回っており、申込児童数よりも多い。企業主導型保育 10 36 26

申込児童数との差（②－③）
（Ⅱｂ’）

3,259

1,812

1,447

申込児童数との差（②－③）
（Ⅱｂ’）

959

Ｒ3.4.1利用定員数の分析

Ｒ3.4.1利用定員数の分析

計画値に達していないが、申込児童数よりも多い。

10

地方単独保育施策 489 424 -65 304

幼稚園預かり保育 1,038 836 -202 836

１号認定

8,078

3,488

合計

①利用定員計画値
（B）

特定教育・保育施設

確認を受けない幼稚園

11,566

10,183 9,993 -190 9,034

特定教育・保育施設 8,646 8,697 51 7,884

2号認定

合計

7,037

5,171

1,866

①利用定員計画値
（B）

②Ｒ3.4.1利用定員数
（B'）

計画との乖離（②－①）
（Ⅰｂ）

③申込児童数
（A'）

②Ｒ3.4.1利用定員数
（B'）

10,296

6,983

3,313

計画との乖離（②－①）
（Ⅰｂ）

-1,270

-1,095

-175

③申込児童数
（A'）

Ｒ3.4.1利用定員数の分析（申込児童数に対する定員の過不足結果）

１号認定、２号認定、３号認定（０歳児）はいずれも定員が申込児童数を上回っている

状況になっています。

３号認定の１・２歳児の定員が特定教育・保育施設で２１８人分不足し、全体としても

５６人分不足しました。

なお、令和３年４月時点で保育所等に申し込んだものの利用が保留となった児童は

５１６人となっています。詳細な内訳は次のとおりです。

・認可外保育施設等利用・・・・・ ７２人（うち１・２歳児 ３７人）

・自宅で求職活動を行っている等

保育の必要性がない・・・・・・ ６９人（うち１・２歳児 ５８人）

・特定園希望・・・・・・・・・・１４８人（うち１・２歳児 １１５人）

・育児休業中で復職意向なし・・・２２３人（うち１・２歳児 １４１人）

・待機児童・・・・・・・・・・・・・４人（うち１・２歳児 ２人）

資料１


